
食道癌手術後の異時性胃癌（胃管癌）に対する全国実態調査

１．研究の対象

   当センターで 2001 年 1 月 1 日から 2015 年 12 月 31 日までに食道癌手術後に胃癌（胃

管癌）の診断を受けた患者さん

２．研究目的・方法

【目的】

食道癌の手術では、食道を切除したあとに胃を持ち上げて再建することが一般的です。近

年、手術後の胃に胃癌が見つかることが増えていますが、全国的な調査は行われておらず、

治療法や治療成績などの実際はよくわかっていません。

食道癌の診療で中心的な役割を果たしている全国の施設からデータを集積して、解析する

ことにより、食道癌手術後の胃癌に対する治療成績の向上を目的としています。

【方法】

日本食道学会の食道外科専門医認定施設において食道癌手術後に胃癌の診断を受けた患者

さんの診療録を調査します。手術から胃癌診断までの期間や診断法、治療法、治療成績な

どを調べます。研究事務局においてデータを集積し、本邦における食道癌手術後胃癌の診

療の実際を明らかにします。

３．研究に用いる試料・情報の種類

【治療前情報】

患者背景・食道癌手術術式・再建経路・吻合法など・食道癌病理組織学的因子（組織

型、TNM、進行度など）術前診断・治療方法・臨床検査結果値など

胃癌診断方法・保菌（ピロリ菌）・胃管癌部位・胃癌病病理診断結果（肉眼型、組織型、

治療前進行度など）他臓器重複癌の有無など

【治療情報】

治療法（内視鏡的切除、外科的切除、非切除治療）

【治療後情報】

胃管癌の病理診断結果（組織型、TNM・リンパ節転移の部位と個数・切除度など

治療中/後の合併症・転帰・最終確認日・再発の有無（食道癌及び胃管癌）

４．外部への情報提供

研究事務局へのデータの提供は、特定の関係者以外がアクセスできない状態で行います。

対応表は、当センターの研究責任者が保管・管理します。

＜研究事務局＞

特定非営利活動法人日本食道学会事務局 食道学会研究推進委員会

TEL/FAX：03-6456-1339  E-mail:office@esophagus.jp



５．研究組織

日本食道学会食道外科専門医認定施設 （別紙一覧）

６．お問い合わせ先

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。

また、情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の

方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出くだ

さい。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。

照会先及び研究への利用を拒否する場合の連絡先

大阪市住吉区万代東３－１‐５６

大阪急性期・総合医療センター消化器外科   

研究責任者：本告正明

分担医師： 藤谷和正・宮﨑安弘

電話 ０６-６６９２-１２０１（代表） FAX ０６-６６０６-７０３２

研究代表者：

独立行政法人国立病院機構九州がんセンター院長  藤 也寸志

TEL092-541-3231（代表）




